
長崎県及び長崎県医療安全相談センターの取り組み

（令和7年度医療安全支援センター総合支援事業全国協議会）

長崎県福祉保健部

医療政策課 馬郡 正昌



本県の取り組み、課題を共有することで医

療安全施策の推進に繋げる。

背 景

都道府県は医療法第6条の13第1項に基づき、

「医療安全支援センター」を設置し、医療

相談等、医療安全確保に向けた取り組みを

行う必要がある。しかし、医療相談以外の

取り組みについては、全国的に進んでいな

いとの指摘がある。

目 的 人 口：1,312,317人（全国30位）

面 積：4,130,98㎡（全国37位）

有人島：72島

海岸長：4,166km（全国2位）

引用：2020年 国勢調査結果
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1号：医療に関する苦情､相談､助言

2号：患者､病院､住民等への情報提供

3号：医療の安全に関する研修開催

4号：その他（医療安全の確保･支援）

次 第

医療法 第6条の13第１項

Seg1 医療相談､「相談事例集」作成

Seg2 医療安全相談センター協議会の開催

Seg3 保健所医療相談員研修の開催

Seg4 医療安全情報「つなぐ」発行

Seg5 医療安全研修会の開催

Seg6 病院立入検査との連携

Seg7「長崎医療安全管理者交流会」との協働等

本県における取組み
医療安全支援センターの設置
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Seg1-1 医療相談実績・経年実績（県全体）

【設置場所】

県内11か所に設置

・県庁（1）*

・各県立保健所（8）

・保健所設置市（2）*

＊看護師を配置（会計年度任用職員）

【R6年度実績】

・1,015件

・指導部門への引継 16件

【他県】相談員を医療監視員に任命

→R8：本県も基幹病院定期立入への同行

約4件/日

1号関係

図1：県内における医療相談件数推移
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76.8%

8.7%

5.0%

9.5%

【納得度】

・77.8％（相談員による主観評価）

1号関係Seg1-2 医療相談実績・相談内容内訳（県全体）

18.7%

81.3%

医科（一般）

相談

苦情

医科（精神）

歯科

【苦情】

・医療行為、医療の内容 （35.8％）
・コミュニケーション （34.7％）
・医療費 （ 3.7％）

【相談】

・医療行為、医療の内容 （33.0％）
・医療機関の紹介、案内 （25.2％）
・コミュニケーション （12.0％）

【今後の分析課題】

・ハラスメント事例の収集等

・苦情と相談の対応時間比較など

図3：診療科別（R6）

図2：相談種別（R6）
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「Navi」

医療情報ﾈｯﾄ

93％

その他



1号関係Seg1-3 医療相談の対応（事前アンケート）
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本県での対応質問

基本伝える（伝えるのみ、仲裁はしない）・医療機関への伝達

内容整理後、①要指導は所管課・HCを案内、②指導困難な場合は説諭・医療機関への指導

積極的には名乗らないが、聞かれたら名乗る・氏名の名乗り

県庁及び１HCのみ自動音声･録音（双方の意識､安全）、他は手動録音体制・録音､自動音声

医行為の判断等は行うが、看護・介護行為は担当課と相談して対応・介護の医療相談

必要に応じ、県歯科医師会の医療安全担当を案内・歯科医療相談

内容に応じ、消費者生活センターの相談窓口を案内・自由診療相談

相談受理経験殆どなし。必要に応じ、美容医療の学会窓口利用も検討。・美容医療相談

市町の無料弁護士相談
①病院との話し合い、② 弁護士会のADR（九州は福岡県のみ）

医療事故調査･支援センター等

・医療過誤
（民事）

行政機関としての受理は所管課を案内（保健所､医療･介護部局）
→なるべく氏名･連絡先を求めるが、匿名も公益通報の対象

・公益通報
（２号通報）



【集計分類項目】

■ 国分類（８項目＋処理事項）

■ 県追加分類

納 得 度：納得～納得せず・不明の５段階）

対応評価：当事者解決支援､医療機関情報提供

課題の振り分け､対応困難

診療科目：一般､精神､歯科､複数科､不明

■ 結果の活用

1号関係Seg1-4 医療相談実績の集計と活用
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１ 保健所医療相談員研修

２ 医療安全相談センター協議会

３ 医療安全情報「つなぐ」（簡略）



1号関係Seg1-5「医療安全相談センター相談事例集」の作成

【目的】

・保健所や医療機関での活用

H19 初版

H28 第二版（A4判・111頁）

【掲載内容】

・センター概要、関係機関連絡先
・医療相談49事例の解説

【第三版の追加内容（予定）】

・外国人観光客（言語、医療費）
・オンライン診療
・マイナンバー制度
・感染症流行時の面会
・連絡先（性犯罪、振込詐欺）

長崎県ホームページ

職員の対応・接遇等

ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄ

ｶﾙﾃ開示・診断書交付

個人情報保護法関連

保険証・医療費

医療相談事例集

診療内容･紛争処理

セカンドオピニオン

医療法・医師法等関連

終末期医療、看取り

他機関紹介

医療安全相談センター相談事例集の掲載内容
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本県独自



1号関係

【目的】

・医療相談への適切な対応

・医療の安全と信頼向上

・患者サービスの向上

【根拠・県】

・医療安全相談センター事業実施要項

・医療安全相談センター協議会規程

【特記】

・医療相談事例集の検討

・歯科､薬､法律相談

・住民目線の相談対応

・相談電話録音装置の設置

Seg2 医療安全相談センター協議会の開催

県立保健所・連絡調整会議県庁設置・県協議会

年1回（離島等では書面開催有）年1～4回

関係団体等との連携･調整
個別相談事例のアドバイス 等

活動内容等の検討
関係団体等との連携･調整
相談事例の分析・検討
個別相談事例のアドバイス 等

医師 （県医師会） 若干名

歯科医師（県歯科医師会）若干名

その他

弁護士 （県弁護士会） １名

医師 （県医師会） ２名

歯科医師（県歯科医師会） １名

薬剤師 （県薬剤師会） １名

看護師 （県看護協会） １名

住民代表（公募委員） ２名

行政 （県医療政策課長）１名

人権擁護委員
が入っている
地域もあります
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1号関係

【目的】

・保健所相談員の対応力向上

【開催時期】

・毎年1回 4～5月頃 約3時間

（医事担当者会議に合わせ開催）

【研修内容】

・医療相談における基本

・ロールプレイング

・関係機関の連絡先

・保健所間の顔合わせ

・情報共有

・その他

長崎県医療計画（第８次）における目標設定

Seg3 保健所医療相談員研修の開催
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2号関係

【目的】

・医療安全の推進

・医療安全情報の発信

【発行回数】

・年2回

（1回は医療安全推進週間）

【内容】

・A3判 2頁程度

・法改正解説

・立入検査時把握事例の紹介

・関係団体の推薦等

・医療相談実績の報告等

Seg4 医療安全情報「つなぐ」発行

紹介医療機関等提供情報

東京大学医学部付属病院転倒予防の取り組み①

南野病院診療記録監査導入②

公立新小浜病院情報共有ツールの活用③

長崎大学病院院内感染対策の実践④

（社医） 三佼会 宮崎病院医療機器の安全管理⑤

長崎県医療政策課医療事故調査制度⑥

泉川病院医療コンシェルジュ⑦

長崎百合野病院医療事故防止ノート⑧

長崎北病院安全確認動作習得の取り組み⑨

同交流会/県医療政策課長崎医療安全管理者交流会/検体検査⑩

（一社）長崎県診療放射線技師会診療用放射線に係る安全管理⑪

（医社）威光会 松岡病院センサー付きベッドの導入⑫

佐世保市総合医療センター新型コロナウイルス感染防止対策⑬

長崎ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院その人らしさを大切にした安心・安全な「リハ・ケア」の実践⑭

長崎大学病院災害医療体制の充実強化⑮

県医療政策課医療安全対策・虐待防止⑯

（社医）春回会 井上病院みんなで取り組む医療安全～絶え間ない質の改善～⑰
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本県独自



「つなぐ」No18

R7.11月発行

医療安全対策Ｑ＆Ａ

・指針の改訂履歴

・診断レポート確認

・委員会への出席率

・研修受講率

・病棟の個人情報

今号のポイント

☚

行政からの
制度等解説
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参考資料１
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「つなぐ」No17

R7.9月発行

看護師以外が医療安

全管理者担当者を務

める病院の取り組み

・体制

・取り組み

・メリット

・デメリット

・今後の目標等

今号のポイント

☚

長崎医療安全
管理者交流会
からの推薦
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参考資料２



・県から制度周知

・関係条文解説

・取り組み例紹介

・報告ひな形紹介

・関連情報掲載

今号のポイント

☚

「つなぐ」No6

H29.3月発行

制度改正
解説例

医療事故調査

検体検査精度管理

放射線安全
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参考資料３



3号関係

【目的】

・医療安全の推進等

【対象】

・医療従事者

【開催回数】

・年1回

・集合、動画配信等

（従来は各保健所･地域で開催）

【内容】

・医療の安全対策全般をテーマ

（近時は本来の医療安全に回帰）

Seg5 医療安全研修会の開催

方法研修テーマ年度

保健所集合医療相談平成28年度

保健所集合医療事故平成29年度

保健所集合抗菌薬使用平成30年度

保健所集合立入検査から見る医療安全令和元年度

資料提供のみ新型コロナウイルス対策令和２年度

－－令和３年度

動画配信EMIS（広域災害医療情報システム）令和４年度

－－令和５年度

動画配信サイバーセキュリティー対策
令和6年度

集合研修医療安全（講師：厚生労働省）

集合＋動画医療安全（講師：長崎大学病院調整中）令和７年度
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4号関係

【目的】

・医療安全の推進等

【対象】

・定期病院立入検査（年1回）

【内容】

・国検査要綱以外の項目

（右記参照）

【その他】

・医療相談把握事例の確認等

・医療情報「つなぐ」情報収集

・関係構築等

Seg6-1 病院立入検査との連携

□ ヒヤリハット等院内分析の実施状況（推移･内容）

□ 検査結果、画像診断報告の未確認防止対策

□ 医療事故報告を管理者が把握するための体制

□ 虐待の早期発見防止の取り組み

□ インフォームドコンセント

□ 身体拘束に係る指示・記録・説明・同意・見直し等

□ オーダーリング導入時の名称類似医薬品誤入力防止

□ 情報開示手続規定の整備、開示請求時の対応

□ 災害対応マニュアルの作成、業務継続計画の策定

□ 人工呼吸器患者を抱える病院の搬送計画の策定

□ 防災･避難確保計画の策定、訓練、市町への報告

長崎県における独自設定の項目（医療安全関係）
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4号関係

【現在の取り組み】

・定例会への参加（疑義応答等）

・医療安全研修会の共催

・医療安全情報「つなぐ」への協力

・周知等

【今後の取り組み・希望】

・医療安全推進週間等での統一行動

・医療安全活動の分析等

Seg7 「長崎医療安全管理者交流会」との協働等

【目的等】

①県内の医療安全管理者によるネットワークの構築

②医療の安全に関わる情報・手技・教育方法・事例

等を連携・共有することで、各医療機関の医療の

質・安全の向上を実現し、地域医療に貢献する。

【主な活動】

・定例会（医療安全管理者交流会） 4回/年開催

・研修会開催

・メーリングリストの運営等

長崎医療安全管理者交流会」とは･･･

交流会は看護職
以外でも参加が
可能です！

一方で看護協会
医療安全管理委員
会との協働も･･
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医療安全の取り組みを「文化」として定着さ

せるため医療機関や関係団体の意見に耳を傾

け、行政だからできる啓発や仕組みづくりを

現場の皆さんと一緒に進めていきたい。

考 察

相談納得度は自己評価で8割弱。相談技術や知

識の習得、相談対応事例集の改訂が必要。

十分な医療安全の情報提供･支援、認知に向け

関係団体との協働や手法の検討が必要。

結 論

－ 稲佐山電波塔・橙色ライトアップ －

R7.9.17 「世界患者安全の日」

春 夏

秋 冬
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